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第２回例会 №２７月14日㈮

　本日は、国際ロータリー第 2560
地区ガバナー新保清久様をお迎えし
ての公式訪問例会です。藤巻第７分
区ガバナー補佐様、丹治地区幹事様
お二人にも同席いただきました。

　年度初めでご多用の中、第 2560 地区 56 クラブ
中、長岡西、新潟南に次いで、３番目の訪問であ
られます。大島 PG、東山 PGのお二人のガバナー
輩出クラブで、上越・糸魚川地区７分区の「雄」
たる当クラブに対してのお心使いに感謝申し上げ
ます。
　先刻、新保ガバナーとの懇談を、新世代のアク
トクラブの会長・幹事を交えて行い、今後の活動
の示唆をいただきました。
　これより、ガバナー講話をいただき、その後当
クラブの各委員会活動に対してのアドバイスをお
願いしております。関係委員長さん以外にも多く
のメンバーの参加を期待しております。さて、今
月は会員増強月間です。先のクラブ協議会⑴で、
三井増強委員長が申されたように、全員で会員拡
大を行い、目標実増４名を達成すべく、お願い申
し上げます。

出席率　100％

新保清久君（第 2560 地区ガバナー／新潟万代 RC）
藤巻賢策君（第７分区ガバナー補佐／糸魚川RC）

丹治芳子君（地区幹事／新潟万代RC）
細野春貴君（高田RAC会長）

飯塚宏佳君（７/10 高田東 RC・７/12 越後春日
山RC）

出席・ニコニコBOX委員会
新保ガバナー―よろしくお願いします
新保ガバナー・丹治地区幹事
本日の公式訪問を大変楽しみにして参りまし
た。宜しくお願い申し上げます。途中高田公
園の美しいハスの花を見てきましたが、高田
の街の品格を感じました。

藤巻ガバナー補佐
新保ガバナー様、丹治地区幹事様　暑いなか、
第７分区初回の公式訪問大変ご苦労様です。
高田RCの皆様一年間お世話になります。

会�長・幹事―2560 地区　新保清久ガバナー
より公式訪問いただき、高田ロータリークラ
ブ一同心より歓迎申し上げます。

羽深耕時君―新保ガバナーをお迎えして
三井慶昭君―新保ガバナーをお迎えして

配布物：�週報№１・ロータリー入門書・会員満足
度アンケート結果・地区研修協議会報告
書（参加者のみ）

回覧物：�ハイライトよねやま 208 号・糸魚川大火
義捐金の御礼状

会長挨拶会長挨拶 橋詰　敏一橋詰　敏一

出 席 報 告

ビ ジ タ ー

メイクアップ

委 員 会 報 告

幹 事 報 告
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　新保清久ガバナー・藤巻賢策第７分区ガバナー
補佐ご出席のもと、各委員会委員長より今年度の
運営方針及び事業計画について報告するととも
に、新保ガバナーよりそれぞれ講評とアドバイス
をいただきました。

クラブ協議会

　高田クラブの皆様こんにちは。ガ
バナーの新保清久と申します。所属
クラブは、新潟万代 RCです。1993
年（平成５年）創立で、今年度は、
創立 25 周年です。東山年度では、

地区米山委員長として会議やセミナーなどで何度
も高田に参りました。お陰で高田クラブの多くの
皆様とも顔見知りが多く、多少は安心しておりま
す。
　さて、今年の１月にサンジェゴの国際協議会に
行って研修を受けて参りました。１週間にわたり、
毎日、午前中と午後に本会議と分科会があり、い
ろんなテーマについて日本人の研修リーダーから
教えていただきました。

イアン H.S ライズリー会長の年度テーマは、
「ROTARY：MAKING A DIFFERENCE」
「ロータリー：変化をもたらす」です。
　イアンH.S ライズリーRI 会長は、「ロータリー
は、ポリオプラスに代表されるように、長年にわ
たり世界中で困っている人たちに支援、奉仕を行
い、世の中を変化（改善）させてきました。これ
からは、ロータリー公共イメージと認知度の向上
にもっと力を入れること。クラブの多様性を進め
て若い会員、年配者、女性会員の入会に努めるこ
と、IT化を進めること、また財団への寄付増進、
平和センターへの理解と協力に努めて欲しい」と
私達ガバナーエレクトに向かって要請されまし
た。

新保年度の目標は、「地区とクラブで変革を起こ
そう」です。
　RI 会長のテーマの下、多様な会員の増強と中
長期の戦略計画の策定、IT化の推進を奨励して、
地区並びにクラブの活性化を目指したいと思いま
す。
　そのために地区は、地区組織を見直し、会員増
強委員会、戦略計画推進委員会の新設、広報・公
共イメージ向上委員会を強化してクラブ支援に取

り組みます。
　さらにRI会長の国際協議会での提案を受けて、
各クラブのご協力の上、新潟県内に会員数分の植
樹に取り組む活動により公共イメージ向上に努め
ます。

「クラブが会員基盤を強化するには」
①何より大切なことは、クラブのビジョンの構築。
短期的な増強政策から中長期的持続可能な政策
へ。

②新会員の勧誘と維持（退会防止）に努める。
③�クラブの刷新性、活性化、意識改革（自主的に
実行する）

④ IT化の推進と利用

◎クラブの活性化を促進するもの
ロータリー精神の高揚、活発な委員会活動、親
睦活動

◎クラブの活性化を損なうもの
会員数の減少、例会のマンネリ化

柔軟性を取り込むとは、
会員数に応じた組織改革（CLP）
入会金、会員経費の見直し
やる気を出すために小人数グループでの話し合い
クラブにふさわしい奉仕活動
例会日、時間の見直し　等々。

　さて、最後になりますが、シカゴロータリーク
ラブが、1905 年２月 23 日に誕生して以来、ロー
タリーは、112 年の歴史の中で、会員と地域社会
の変わりゆくニーズに対応しながら成熟、発展を
してきました。しかしながら私達は、ロータリー
が大きく変わる時期に直面しております。私達が
抱いてきたロータリー観とある意味変わりつつあ
るロータリーについて大いに皆様と意見交換した
いと思っております。
　地区目標、数値目標の達成にご協力の程お願い
申し上げますとともに貴クラブのご発展、会員各
位のご健勝を祈念申し上げます。
　ご清聴有難うございました。

ガバナー講話


